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研究成果の概要（和文）：未刊古文書釈文作成のための協調作業環境を構築することにより、未刊古文書の釈文
を歴史学のコミュニティにおいて協同で行うことを提起し、史料編纂のあり方について新たな可能性を模索する
とともに、歴史学のコミュニティの実体形成にも寄与する基礎とした。釈文作成のために外部から自由な書き込
みを許す部分と、作成された成果を史料編纂所の管理のもとに公開する部分を構築し、前者から後者にデータを
選択して移行するシステムを設けた。

研究成果の概要（英文）：The research group created a computer supported cooperative work system for 
transcribing medieval Japanese documents. This system has two sections. The first section is made in
 a Wiki format. Anyone can input data into this public section from the outside. Another section is 
placed under the management of the Historiographical Institute. The data entered in the first 
section is moved to the second, and it is presented to the public by the Historiographical Instutide
 after being checked.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）東京大学史料編纂所においては、
1985-1987 年度一般研究（A）「東京大学史料
編纂所所蔵の影写本収載古文書検索システ
ムの開発」により、古文書一点目録のデータ
ベースシステムが構築された。その後、電算
機の性能の向上と用途の拡大に対応してシ
ステムを拡充し、一方、1993 年度より毎年
「研究成果公開促進費」の交付を受けて、
2008 年度までに影写本 8,800 冊収載の古文
書の登録を完了し、データ数は 21 万件に達
した。さらにこの事業を継承発展させるため
に、2005-2008 年度基盤研究（Ａ）「日本古
文書ユニオンカタログの構築」により、1600
年以前の古文書を網羅することを目指して、
媒体を影写本に限定せず、より広い範囲から
古文書情報を搭載する「日本古文書ユニオン
カタログ」システムを構築した。2008 年度
末に従来の影写本収載分データを「日本古文
書ユニオンカタログ」に移行し、2009 年度
からこの名称のデータベースに対して研究
成果公開促進費の交付を受け、2012 年 9 月
には 418,494 件を公開していた。 
（２）2006 年度に東京大学史料編纂所に前
近代日本史情報国際センターが附設された
が、同センターは国立情報学研究所からの委
託事業により、「鎌倉遺文バーチャルラボラ
トリ」を構築した。史料編纂所はこれより先
に『鎌倉遺文』全文のデータベースを構築し
ていたが、2009-2012 年度基盤研究（Ａ）「協
調作業環境下での中世文書の網羅的収集に
よる古文書学の再構築」によりバーチャルラ
ボラトリ上の修正・追加を全文データベース
に反映させるシステムを開発した。 
（３）東京大学史料編纂所においては、
1994-1997 年度基盤研究（A）（2）「日本中世
古文書フルテキストデータベースの構築方
法に関する研究」により「古文書フルテキス
トデータベース」の原型が構築された。古文
書本文は二次元的であり、二次元的な文字の
配置が様式上の意味を持ちうるにも関わら
ず、電算処理においてはそれを無理矢理一次
元に落とし込んでいるため、その不備を補う
ために、『大日本古文書』所収の分について
はその版面を画像として提供するという便
法が採られた。一方、『大日本古文書』等の
組版に TeX を導入し、TeX データを xml デ
ータに変換したものを印刷業者に納品させ、
xml データを読み込んで全文データベースに
搭載するという手順を確立していた。 
 
２．研究の目的 
（１）1600 年（関ヶ原の戦いの年）以前の
古代・中世文書のうち、未刊分の釈文を作成
する協調作業環境を構築し、一定の運用実験
を行うとともに、史料編纂所歴史情報処理シ
ステム SHIPS 上に位置づけることを、本研
究の目的とした。 
（２）未刊古文書釈文作成の協調作業環境を
構築し、コミュニティによる自由な書き込み

を募ることにより、一方では、1901 年の『大
日本史料』『大日本古文書』刊行開始以来の
史料編纂のあり方について、新たな可能性を
模索するとともに、他方では、歴史学のコミ
ュニティの実体形成に寄与することを意図
した。 
 
３．研究の方法 
（１）未刊古文書釈文を作成する協調作業環
境を構築する前提として、釈文作成をコミュ
ニティに提案するための方法を検討する。 
（２）未刊古文書釈文作成のための協調作業
環境として「未刊古文書釈文作成バーチャル
ラボ」を構築する。 
（３）「未刊古文書釈文作成バーチャルラボ」
により作成された釈文を公開するための「未
刊古文書釈文フルテキストデータベース」を
史料編纂所歴史情報処理システム SHIPS上に
構築する。 
（４）「未刊古文書釈文作成バーチャルラボ」
上のデータを「未刊古文書釈文フルテキスト
データベース」に移行するためのシステムを
構築する。 
 
４．研究成果 
（１）「未刊古文書釈文バーチャル研究シス
テム」を、メディアウィキを利用して構築し
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）「未刊古文書釈文フルテキストデータ
ベース」を、史料編纂所歴史情報処理システ
ム SHIPS 上に構築した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）「未刊古文書釈文ＶＬ管理システム」
を構築した。同システムはユーザ管理とデー
タ移行の２つの機能を有する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）ＳＨＩＰＳ上の「日本古文書ユニオン
カタログ」と「未刊古文書釈文バーチャル研
究システム」および「未刊古文書釈文フルテ
キストデータベース」との連携をはかり、ユ
ニオンカタログの利用者が未刊古文書釈文
作成の協同作業の成果を利用し、また協同作
業に参加する便をはかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）「未刊古文書釈文バーチャル研究シス
テム」と SHIPSとの関係を図のように位置づ
けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）研究成果を報告書（総頁 118 頁）にま
とめ、「研究の概要」、「未刊古文書釈文バー
チャルラボの構成」（近藤成一）、「東京大学
史料編纂所における古文書データベースの
あゆみ」（近藤成一）、「史料紹介 筒井寛秀氏
所蔵文書」（西尾知己・遠藤基郎）を掲載し
た。「未刊古文書釈文バーチャルラボの構成」
において、本科研により構築してシステムの
全体像を説明した。 
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